
   

 

 

 

 

 

 

 

 

    子どもを核とした地域づくり 
   ～つながり、つなげる、地域づくりを担う人材とともに～ 
 

11 月 16 日（水）、約１８０名が参加

し、オンラインで開催されました。第 1

部で岐阜県の生涯学習・社会教育推進政

策についての説明を受け、第 2 部では「子

どもを核とした地域づくり」についてパ

ネルディスカッションが行われました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想】 

・具体的な実践が勉強になった。こども教室のタイトルやパンフレットを工夫することで、 

公民館活動への参加者を増やすことができることが分かった。 

・大学生と一緒に活動できるということが、これからの公民館活動を 

計画するためのヒントになった。 

・自分たちも同じようにやっていることが紹介されたので、「これで 

よいのだ」と思えた。 

パネラー：（公財）岐阜市教育文化振興事業団     桐木 博俊 氏 

前岐南町中央公民館主事   杉山 善朗 氏 

安八町立結小学校教諭    中原真奈美 氏 

 コロナでもやれること

は何だろう。できること

からやっていこう。 

子どもたちが地域の方々と触れ合う

機会が増え、地域の方もやりがい・生

きがいを感じる機会が増えた！！ 
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子どもと地域住民

をつなげること

は、「つながりの

希薄化」の解決に

つながる！！ 

 

自分の 

ストロングポイント生かし！ 

さまざまな工夫により 

子ども教室の内容が充実！！ 



 

 

 

【小学生と高校生が一緒に考える「ふるさとのためにできること」】 

 美濃小学校         学校運営協議会        武義高等学校 

美濃小学校の学校運営協議会が美濃小学校と武義高等学校とをつなぐことで、小学生と高校生が、

地域に貢献するために「自分たちにできるふるさととの関わり方」についてともに考える活動が行

われています。 

小学生と高校生による熟議（KJ法） 

≪テーマ≫ 

「すみよい美濃市にするために  

わたしたちにできることは何か」 

高校生と小学生の合同活動 

地域のためになることを考え実践し

ている高校生と一緒にうだつの町並み

に出ることで、高校生の思いや活動の様

子に触れることができました。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

登録票QRコード 

 

 

岐阜県（環境生活政策課）では、県が行う生涯学習事業や県内で活動する生涯学習団体の

情報を県民の皆さんへ配信しています。ご登録をお待ちしています。 

＜配信内容＞ 

・県が主催する研修会、県内市町村で行われる研修会・講座等のお知らせ 

・県内大学等で行われる公開講座等のお知らせ 

・県内市町村の生涯学習に関する実践事例の紹介 等 

「ＧＩＦＵ生涯学習メールマガジン」読者 募集中！ 

 

 

美濃地区では、まちづくり協議会や公民館などが中心となって、持続可能な地域をつくり上げるた

め、子どもたちに「ふるさとのよさ」を感じることができるよう工夫した取り組みが多く行われていま

す。そんな取組をこの社会教育だより「つなぐ」で紹介させていただけないでしょうか。 

みなさんと共有していきたいと考えます。ぜひ情報をお寄せください。 

 ふるさとのよさを感じる地域の取り組み 募集中！ 

学校運営協議会 活動紹介 

【小学生の感想】 

僕たち小学生は、自分が学

ぶだけでなかなか行動に移

せていなかったけど、武義

高生の人は、今の問題をど

のように解決するか考えて

行動に移していてすごいと

思いました。本気で美濃市

を良くしようという思いが

伝わってきました。 

小学生と高校生が地域を考える 

これからが楽しみな活動です！！ 


